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This　correlational 　 study 　 examined 　the　 relationships 　 among 　the　f（）ur

regulations 　of　ex 七emal 　motivation （i．e．
，
　integrated

，
　iden面 ed

，
　introjected

，

＆ extemal 　regulations ）in　SeぜDetermhla七ion　Theory （Ryan ＆ Deci
，

2000），
self−efficacy

，
　metacognitive 　strategies

，
　and 　perception　of　academic

achievement ，　The　participants　were 　approXimately 　one 　hundred　private
senior 　high　 school 　 students ．　 Tb　 colect 　 the　 data　 fbr　 this　 study

，
　 we

conducted 　a　questionnaire　survey 　of　the 丘）ur 　regulations 　 of　external

motivation （Ryan ＆　Connell，1989） ， se正一e伍cacy （Pintrich ＆

DeGmot
，
1990； Sakurai

，
1987） ，

metacognitive 　 strategies （Ichihara＆

Arai
，
2006）

，
and 　perception　of　academic 　achievement （Sakurai

，
1990）．The

results 　showed 　that　the　participants
’

血tegrated　and 　ident丗ed 　regulations

predicted　their　academic 　achievement 　in　perception，　but　their　self −ef丘cacy

and 　metacognitive 　 strategies 　did　not 　predict　it．　Practical　imphcations

were 　presented　on 　the　basis　of　Self’Determination　Theory．
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1 ． は じめに

　世界の グロ
ー バ ル 化に伴い

， 自律 した学習者の 育成が小学校か ら高等学校

まで の 学校教育 にお け る大 きな 目標 の ひ とつ と され て い る （文 部科学

省 ，
2008a

，
2008b

，
2009）。 河合 （2000）は ， 自律 した学習者の 育成の 問題点

につ い て ， 国際1匕や多文化化 が進む 中で 学習 目的が多様化 し， 学習期間が長

期化 した点 と， 学習者が多様化 したに もか か わ らず ， それ に対応す る万能薬

的外 国語教育論 が ない 点を挙げて い る。 また ， 将来 日本を背負 っ て世界で活

躍する人材を育成するた め に も， 自律 した外 国語学習者の 育成が重要で ある。

　Deci　and 　Ryan （2000）による自己決定理論は社会環境の 内発的動機づ け

へ の 影響につ い て の 理論的な枠組み を提示 してお り， 自律的な学習者の 動機

づ けの検証に有益な理論で ある。 そ して
， 自己決定理論の影響の 下で 自律性

の 概念 は ， 言 語 学習 に お け る 動機 づ け に 重 要 な役 割 を 果 た し て い る

（Benson ，
2011）。

　近年 ， 学習者の 外発的動機づ けの 調整ス タイル が学業成績に及ぼす研究が

注 目されて お り， 自律的な調整ス タイル で ある統合的調整 と同
一
視的調整が

学業成績に 関連 して い る こ とが指摘 され て い る （Guay ＆ Vallerand
，
1997）。

しか し
， 同

一
視調整の方が統合的調整 よ りも学業成績を予測する と して い る

研究 もある （Koestner＆ Loisier，2002；西村 ・ 河村 ・ 櫻井 ，2011；他）。 学習

者の 外発的動機づ けの 調整ス タイル と学業成績 とには どの よ うな関連がある

の だろ うか
。

　本稿で は高等学校の 英語学習者の 自律的な外発的動機づ けの 調整 ス タイル

とされ て い る ， 統合的調整 と同
一
視的調整を中心に ， 外発的動機づ けの 調整

ス タイル と学業成績の 自己評価との 関連を明 らか にする。 その 際 ， 学業成績

に影響 を与 え る とされ て い るメ タ認知方略と ， 動 機づ けに影響を及 ぼす要因

とされて い る 自己効力感 と成績 との 関係につ い て も検証する 。

2．先行研究

2 ． 1 有機統合理論

　Ryan　and 　Deci（2000）は 自己決定理論にお ける内発的動機づ けにつ い て
，

人間が生得 的に有 してい るもの で あ り， 学習者が 自律 し， 自己選択的に意志
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を持 っ て学習活動に取 り組む状態の こ とで ， 自己決定1生が最も高い としてい

る 。 また
， 外発的動機づ けは ，内発的動機づ けほ ど自己決 定性が高 くない が

，

内面化 と統合の 過程 を通 じて 自己決定に繋がる として い る 。 Ryan　and 　Deci

（2000）では 自己決定理論の 下位概念の 1 つ として ， 内在化 と統合化の 現象を

扱う有機統合理論を提唱 して い る。 有機統合理論におい て
， 外発的動機づ け

を 自律 性の 程度 に よっ て ， 外的調整， 取 り入れ的調整 同
一

視的調整 統合

的調整に分けて い る。 外 的調整 とは外的な欲求や報酬に随伴 して 起きる動 機

づ けで あ り， 取 り入れ 的調整 は ， 自己価値の 維持や罪や恥の感覚の 回避など

に基づ く動機づ けで ある。 同
一
視的調整 は行動の 価値を同

一
視 して捉え， そ

の 価値を 自分の物 として 受け入れて い る動機づ けの 状態で あ り， 統合的調整

とは 自己 と完全 に統合 され た状態 で ， 内面化 され た調整が 自分自身の感覚と

して 明確に取 り入れ られ て い る状態で ある。
つ ま り， 統合的調整は外発 的動

機づ けが内面化 され ， 自ら進 んで学習す る状態の こ とを示 して お り， 内発的

動機づ けに近い 状態で あるが
， 内発 的動機づ けの 持つ 生得性や興味 ・関心 の

高さなどの 点は含まれ てい ない
。

　Ryan　and 　Deci（2000）は，外発 的動機づ けの 調整ス タイル の 中で ， 統合的

調整が最 も自律性 が高い 状態で ， 次い で 同
一

視的調整が 高い として い る。 そ

の ため ， Reeve
，
　Ryan

，
　D   i

，
　and 　Jang （2008）で はこれ ら 2 つ の 調整 を自己

決定の レベ ル が高く， 学習成績が予測 されるの で ， 自律的調整 として扱っ て

い る 。 最も自律性が低い 状態は外的調整で あ り， 次に低い の が取 り入 れ的調

整 で あ る と して い る 。 そ の た め ， こ の 2 つ の 調 整 に つ い て ， 1．ens 　 and

Vansteenkiste（2008）で は抵抗や圧力， 義務の感覚を伴っ て遂行されるの で

統制的調整 と して い る。

2 ． 2　 自律的調整 と成績 との 関係

　自律的調整が学業成1 と関連 して い ると指摘 して い る研究は多数見 られ る。

Vansteenkiste
，
　Simons

，
　Lens

，
　Sheldon

，
　and 　Deci（2004）は ，

ベ ル ギー
の 大

学生を対象とした研究で ， 自律的調整 と自律的支援の 環境が受講教科や新 し

い 活動の 成績向上に影響を与えて い る と指摘して い る。 しか し， 成績の 持続

性 にっ い て は影響 しなか っ た と指摘 して い る 。 Walls　and 　llttle（2005＞で は ，

7， 8 年生 を対象に英語及 び ，数学の成績 と外発 的動機づ けの 調整 ス タイル
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との 関係を検証 した。 結果は統合的調整 につ い て はそれ ほ ど関係が見 られ な

か っ たが
， 同

一
視調整 の 数値が高い 学習者 ほど成績が高い こ とが示 された 。

ま た
，
Bu 二血 m

，
　Lydon

，
　D ’Alessandro

，
　and 　Koestner（2006）は小学生の 成績

表 と外発 的動機づ けの 調整ス タイル との 関係を質問紙調査に よ り検証 した と

こ ろ ， 同
一
視的調整は学業成績の みに影響 し ， 統合的調整は幸福感 と学業成

績に影響を与えるこ とを明 らか に した。

2． 3　動機づ け と自己効力感 ・メ タ認 知学習方略 との 関係

2 ． 3 ． 1　動機づ けと 自己効力感

　自己効力感につ い て ， Balldura（1997a）は 目標に達するために行動を計画

した り， 遂行する 自分の能力を個人的に判断す る力で あ ると定義 して い る 。

Pajares（2008）に よる と， 強い 自己効力感を持 っ て い る学習者 は ， 困難 な課

題 を避 けるべ き脅威 として捉えるの で は な く， 成就す べ き挑戦 と捉 えて い る

と指摘 してお り ， 自己効力感が高い 学習者は ， 内発的興味が高 く， 活動に没

頭 し ， や りがい の ある 目的を設定 し， 関与 しつ づ ける として い る。
つ ま り，

「自分は で きる」と認知するこ とで
， 有能感を増 し ， 内発的興味が高 くな り，

動機づ け意識が高ま る と考えられ る 。 また ， 人間に は将来 ど うな るか を心の

中で表象する能力があるため
， 認知に基づ く動機づ けが可能にな る との 指摘

もある （Bandura ，
1997b）。

　Ehrman （1996）は教師と外国語学習者それぞれの 動機づ け ， 自己効力感

そ して不安に対する 認知の 方法 を検証 し ， 参加者の 性格 と外発的動機づ けが

強 く結び つ い て い るとい う結果 を示 して い る 。 また ， 自己効力感は学習に対

する 自信の 表れ として認知 され ， 文法能力 と相関関係があ っ た として い る。

　 Schunk（1981）は小学生の 算数の 課題達成に着目し
，

モ デ リン グや 目標設

定などの認 知要因を統制変数 として 自己効力感 と成績の 関係を調査 した とこ

ろ， 学習者の 自己効力感は学習方法に影響を与 え ， 学習成績に正 の 影響を与

えた と指摘 して い る 。

2 ． 3 ． 2　動機づ けとメタ認知方略

　 学習方略は動機づ け と密接な関係があ り
， 学習方略を適切 に使 うこ とで言

語能力 が向上 し
， 自律的学習 が促進 され る とい われ て い る （Chen

，
1999；

Hiromori
，
2004 ；他）。 学習方 略の 中で も ， メタ認知方略は内発的に動機づ

78

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japan Association of College English Teachers (JACET)

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Assoolatlon 　of 　College 　Engllsh 　Teaohers 　（JACET ｝

け られ た学習者が多用する傾向にある と指摘 されて い る （Chen，
1999）。 ま

た ， メ タ認知方略は ， 学習者が言語学習を効果的なや り方で順序立 て
， 計画

するために役立つ とされ てい る （Oxford
，
1990）。 メ タ認知方略と動機づ けと

で は ， 目的に向か っ て何 らか の 行動を行 っ て い る とい う点で は 同 じで あるが ，

メ タ認知方略は学習活動の プ ラン を立て ， 学習行動をモ ニ ター
し， 調整 ・修

正 を行 う機能が あるが
， 動機づ けは その 制御プ ロ セ ス を始動 し， 維持する と

い う点で異な っ て い る （Zimmerman
，
1986）。

　Pintrich　and 　DeGroot （1990）は理科 ・英語につ い て 7年生 を対象 とし
，

自己効力感 ・内発的価値 ・
テ ス ト不安とメ タ認知的方略が学業成績や課題遂

行に どの よ うに関連 してい るか を検証 した とこ ろ ， 動機づ けの 高い 学習者は

メ タ認知方略を使用 し
， 学業成績や課題遂行を効果的に高めてい るこ とを明

らか に した 。 また ， Rivers（2001）で は， 民俗誌学的ア プ ロ ー チ を使 っ た質

的研究で ， グル ジア 語とカザフ語 を学ぶ成人学習者を対象に
， 自律的言語学

習態度を検証 した 。 その 結果 ， メタ認知方略と情緒的， 社会的方略が言語学

習過程や学習環境を制御して お り， 自律的学習が維持 されて い るこ とが示 さ

れ た。

3 ．研究課題

　以上 の 先行研究を踏まえ， 本稿では ， 自己決定理論に基づ き以 下の研究課

題 （RQ ）を設 定 した。

RQ1 　日本の 高等学校にお ける英語学習者の 外発的動機づ け調整ス タイル

　　　と学業成績の 自己評価 とには どの よ うな関連があるの か。

RQ2 学習者の動機づ け調整ス タイル
， メ タ認知方略， 自己効力感 と成績の

　　　自己評価に は どの よ うな関連が あるの か
。

4 ．研究方法

4 ． 1　 調査対象者

本研究におけ る参加者 として ， 私立 の 全 日制高等学校普通科 3年生男子 36
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名 ， 女子 65名 ， 計 101 名を抽出した 。 調査は 2012 年の 7月 の 上旬に実施

した 。 参加者は ほ ぼ全員が大学進学を 目指 し ， 意欲的に学習に取 り組 ん で い

る集団で ある。

4 ． 2　質問紙

　本調査 で は質問紙 を採用 し
， 学習者の 外発的動機づ け調整ス タイル （統合

的調整 ・ 同
一
視的調整 ・取 り入れ的調整 ・外的調整）の 傾向を知 る項 目につ

い て ， Ryan　and 　Co  el （1989）の 項 目を採用 した （22 項 目）。

　成績の 自己評価を知 る項 目につ い て ， 櫻井 （2009）を基 に作成 し， 高校生

が回答 しやすい 内容に調整 した （6 項 目）。 成績につ い て ， 本来で あればプ

レイス メン トテ ス トの 結果等の 客観的なもの を使用すべ きで あるが ， 参加者

の 心理的負担を考慮 し， 自己評価に よ る成績を採用 した 。 また ， 自己効力感

につ い て の 項 目は Pintrich　and 　DeGroot（1990）と櫻井 （1987）の 項 目を採

用 した （14項 目）。 メ タ認知的方略は市原 ・新井 （2006）を （8 項 目）採用 し

た。 すべ て の 質問項目は付録 として巻末 に添付 した。 先行研究で採用 され て

い る 質 問 項 目 は 海 外 で の 調 査 （Ryan ＆ Connell
，
1989； Pintrich＆

DeGroot
，
1990）で あ る こ とや 調査 対 象 の 年 齢層 が 本調 査 と異 な る （櫻

井 ，
1987；櫻井 ，

2009 ；市原 ・新井 ，
2006 ）た め ， 本調査 の 参加者で ある高校生

が回答 しやすい 内容に調整 した 。 質問は 「全 く当て はまらない 」 か ら 「とて

もよくあて はまる」 の 5件法 （リカ
ー トス ケール ）で行っ た 。

4 ． 3　分析方法

　 学習者の 外発的動機づ け調整 の ス タイル と成績との 関連の 検証 につ い て ，

統合的調整 （6 項 目） ・ 同
一
視的調整 （6 項 目） ・取 り入れ的調整 （5項 目） ・

外的調整 （5 項 目）と成績の 自己評価 に関する各項 目の 平均点を用い て
， 重

回帰モ デ リン グを行 っ た （RQ1 に対応）。 次に ， 外発的動機づ け調整 の 傾 向

と 自己効力感 ・メ タ認知方略 と成績の 自己評価 との 関連につ い て ，重回帰モ

デ リン グを行 っ た （RQ2 に対 応）。 各分析 に は IBM 　SPSS　Advanced

Statistics18．0 とAmos18 ．0 を使用 した 。

5 ．結果

5 ． 1　 外発的動 機づ け調整の ス タイル と成績の 自己評価 との 関連
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　外発 的動機づ け調整 の ス タイル と成績の 自己評価 との 関連を明らか にす る

た めに ， 先ず ， 統合的調整 ・同
一

視的調整 ・取 り入 れ的調整 ・ 外 的調整 の 各

項 目記述統計量 と相関係数を算出した （表 1）。 結果は ， 統合的調整 と同
一

視的調整 （r ＝ ．737）， 統合的調整 と取入れ的調整 （r ＝ ．432）， 同
一
視的調整

と取入 れ的調整 （r ＝ ．336）が統計的に有意に相関 して い るこ とが示 された。

　次に，統合的調整 ， 同
一
視的調整

， 取入れ的調整 ， 外的調整 を独立 変数 ，

成績の 自己評価を従属変数 と して 重回帰モ デ リン グに よるパ ス 図 を作成 した

（図 1）。 適合度指数を確認 した とこ ろ， GFI ＝ 1．00 ，
　RMSEA ニ ．040

，

　CFI＝ 1．00

とややモ デル の デ
ー

タへ の 当てはま りが よい と判断 される 。 また，
R2 は．48

で あ り，
これ らの 外発的動機づ け調整に よ り， 成績の 自己評価の 多くの 分散

につ い て 説明 され ると考え られ る 。

　パ ス 係数を見る と， 統合的調整 （47）と同
一
視的調整 （．22）が成績に対 し

正 の 影響を示 してい るこ とが示 され た。 また ， 推定値の 有意陸の検定 （表 2 ）

を行 っ た とこ ろ， 統合的調整 （ρ ＜．01）と同
一
視的調整 （ρ ニ ．041）が統計的

に有意で ある こ とが示 されて お り， 推定値か ら同
一
視的調整 よ りも統合的調

整の 方が成績を高める こ とに影響する こ とが 明 らかにな っ た 。

表 1　外発的動機づ け調整の ス タイル の 平均 ・ 標準偏差 ・ 相関係数

M 　　SD 　　 統合　　 同
一
視　 取 り入れ　　外的

統合　　　3．193　 1．338

同
一
視　　3．323　1．211

取 りフkオ’し　2．883　　1．380

外的　　　3．0461 ．402

．73T ’

．432tt　　　　
−
．071

．336
＊ ★

　　　　
・
．150

　 　 　 　
−
．031

“lp＜．01
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・．07

図 1　外発的動機づ け調整の ス タイル と成績の 自己評価の 重回帰モ デル

表 2　外発 的動機づ け調整の ス タイル と成績の 自己評価 との 関係 における推

　　　定値の 有意性検定

　　　　　　　　　　　 検定
推定値　 標準誤差
　　　　　　　　　　　統計量

確率

囎

囎

鹸

囎

←

←

←

←

統合

同
一

視

取 り入れ

外的

．529

，299

．168
’
．133

．126

．146

．193

．202

4．194

2．048

．867
・
．661

索央

．041“

，386

．508

＊＊

．ρ＜．01 索

．ρ＜．05

5 ， 2　外発的動機づ け調整の ス タイル と自己効力感 ・メ タ認知方略 ， 成績

　　　 の 自己評価との 関連

外発的動機づ け調整 の ス タイル の 傾向と自己効力感 ・メタ認知方略 と成績

の 自己評価 との 関連を検証 し
， 外発的動機づ け調整の ス タイル の 中で も成績

に影響を与えるこ とが示された ， 統合的調整 ・同
一
視的調整と自己効力感 ，

メタ認知方略の 各項目の 記述統計との 相関係数を算出した （表3）。 結果は ，
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統合的調整 と 自己効力感 （r ニ ．379）， 統合的調整 とメ タ認知 （r ＝ ．437）， 同

一
視的調整 と自己効力感 （r ニ ．285）， 同

一
視的調整 とメタ認知 （r ＝ ．350）と，

すべ て の組み合わせ にお い て ， 統計的に有意に相関して い る こ とが明 らか に

な っ た 。

　次に
， 統合的調整 ・ 同

一
視的調整 ・ 自己効力感 ・メ タ認知方略を独立変数 ，

成績を従属変数 として ， 重回帰モ デ リン グに よ るパ ス 図を作成 した （図 2） 。

適合度指数を確認 した とこ ろ ， GFIニ 1．00，
　RMSEA ＝ ．040，

　CFI＝ 1。00 とやや

モ デル の デー タへ の 当て は ま りが よい と判断され る。 また ，
R2 は．49で あ り，

これ らの 動機づ け調整に よ り， 成績の 自己評価の 多くの 分散につ い て 説明さ

れ る と考え られ る。

　パ ス係数 を見 る と， 統合的調整 （．43）と同一
視的調整 （．20）， 自己効力感

（．09）メ タ認知方略 （13）が成績の 自己評価に対 し正 の 影響を示 して い る こ

とが示 された 。 また ， 推定値の 有意性の 検定 （表 4）を行 っ た とこ ろ， 統合

的調整 （p ＜．01）の み統計的に有意で あるこ とが示 されて お り， 統合的調整 の

み が成績 の 自己評価 を高める こ とに影響す る こ とが示 され た。

表 3　統合的調整 ・ 同
一
視的調整 ・ 自己効力感 ・ メ タ認知方略の 平均 ・標準

　　　偏差 ・相関係数

M 　　SD 　　 統合　　 同
一
視　　 自己効力　　 メ タ認知

統合　　　3．1931 ．338

同一
視　　3．323　1．211

自己効力　3．088　1．455

メタ認知　3．420　1．313

．737’ “

．379”

．285
”

．437
勅

．450 鴃

．350“’

” kp

＜．01
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，44

図 2　統合的調整 ・ 同
一
視的調整 ・自己効力感 ・メタ認知方略 と成績の 自己

　　 評価 との 関係の 重回帰モ デル

表 4　統合的調整 ・同
一
視的調整 ・メ タ認知 ・自己効力感 と成績の 自己評価

　　　との 関係にお ける推 定値の 有意「生検定 （標準化前の係数）

推定値　 標準誤差
検定

統計量
確率

成績　　← 　統合

成績　　← 　同
一
視

成績　　← 　自己効力

成績　　← 　 メタ認知

．484

．267

．157

．186

．123

．145

．133

．122

3．923

1．842

1．179

1．516

★ ★

．065

．238

．129

de“
　ワ＜．01

6 ． 考察

　学習者の外発的動機づ け調整の ス タイル にお い て ， 統合的調整 と同
一
視的

調整が成績の 自己評価に正の 影響を与えて お り， 統合的調整の 方が同
一
視的

調整よ りも成績の 自己評価を高め るこ とに影響が強い こ とを示 した。 また，

統合的調整 ・同
一

視的調整 ・自己効力感 ・メタ認知 に よる分析で は ， 統合的
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調整の み成績の 自己評価を高める こ とに影響 して お り， 同
一

視的調整や自己

効力感 ， メ タ認知方略が影響をあた えて い ない こ とを示 した 。 本節で はその

理 由につ い て考察す る。

6 ． 1　 外発的動機づ け調整の ス タイル と成績の 自己評価

　先行研究 と同様 に ， 自律的調整で ある ， 統合的調整 と同
一
視的調整が成績

の 自己評価 と関連がある と予測され ， どち らも成績の 自己評価に対 して 正 の

影響を与 えて い る こ とを示 した 。 また ， 先行研究 と同様 に ， 統制的調整で あ

る取 り入 れ的調整 と外的調整は成績の 自己評価 との 関連 がみ られなか っ た 。

　統合的調整 が成績の 自己 評価と関連 して い た 点に関 して ， Tachibana
，

MatsUkawa
，
　and 　Zhong （1996）で は ， 日本人英語学習者が英語の 教科に対

して 内発的に動機づ けられるこ とによ り， よい 成績を得ようとする態度を高

め ると指摘 して い るこ とか ら， 外発的動機づ け調整 の 中で 最も内発的調整に

近 い とされ てい る ， 統合的調整が成績に対 して 正 の 影響を与えた と考 え られ

る。 また， 統合的調整に関する質問項 目の 回答傾向を見 る と，
「英語 の 内容が

理解で きる よ うに なるの が楽 しい 」 や 「英語 の 知識 や能力が身につ くの が楽

しい 」 な どの 項 目の 平均 が高い こ とか ら ，
Noels

，
　Clement

，
　 and 　Peletier

（1999）が主張 して い る よ うに ， 学習者が個人的に その言語 を選び
， 学習過程

を楽 しんで い るゆえに ， ますます努力を し
， その 学習を探究 しよ うとし， 明

確な学習結果に結びつ い た と考え られる 。

　W 田lls　and 　Little（2005）におい て
， 同

一
視的調整は達成志向が 高く， 成績

と関連 してい る と主張 され てお り ， 本研究で も同
一

視的調整が成績に 関連 し

て い るこ とを示 した。 本研究の 参加者の 多くは大学進学を 目指してお り， 受

験科 目で ある英語の学習を重視 してい る と考え られる 。 そ の ため ，
「英語の勉

強をす るこ とが重要だ と思 う」，
「英語 を理解で きるよ うになりたい 」 な どの

項 目が高 くな り， 成績の 自己評価 に正 の影響を与 えた と考え られ る 。

　統合的調整が 同
一
視的調 整よ りも成績の 自己評価に与える影響が 高い 点に

っ い て ， 調査の 参加者の ほ とん どが大学進学を 目指す高校 3年生で あるため ，

大学合格とい う共通 した 目標を達成するための 手段的 目的で あ っ て も， 英語

学習の 価値 を 自己の 価値観 と して認 めて い る状態 （鈴木 ・Leis・安藤 ・板

垣 2010）とされ てい る同
一
視的調整 にっ い て ， ほ ぼすべ て の 参加者が 高い 状
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態に保たれて い る と考え られ る。 その ため ， 成績の 自己評価 とは関係な く同

一
視的調整が高い 参加者が多い と考え られ る 。

一
方で ， 統合的調整は 自分自

身で 英語学習の 意義を自己 と融合 した状態 （鈴木 ・Leis・安藤 ・板垣
，
2010）

とされ てお り，
この 段階 まで 進ん だ参加者は大学進学 とい う短期的な目標の

達成だけで な く， 自ら進んで学習 して い ると推測され ， 成績の 自己評価へ の

影響が同
一
視的調整 よ りも高くなっ た と考え られ る 。 その た め

，
Koestner

and 　Loisier（2002）や西村 ・河村 ・ 櫻井 （2011）の結果 と異な り， 同
一

視的

調整 よ りも統合 的調整の 方が成績の 自己評価へ の 影響が高くな っ たの で はな

い か 。

　本研究で は参加者の 学業成績を内省によ っ て示 したため ， 参加者の 実際の

成績よ りも過小 ， もし くは過大に 申告 されて い る可鮨 陸が あ る。
Wigfield

，

E   les
，
　Schiefele

，
　Roeser

，
　and 　DVis−Kean （2006）に よ る と， 能力 に関す る 自

己評価は小学校 ・中学校か ら急園 こ低下する とされて お り， 本研究で は 同
一

視的調整 よ りも統合的調整の 方が成績の 自己言漸面へ の 影響が大きい とされて

い たが ， 実際の 学習者の 英語成績やプ レイス メ ン トテ ス ト等の 結果 を用い た

場合， 異なっ た傾向を示す こ とも考え られ る 。

6． 2　 自律的調整 ・自己効力感 とメ タ認知方略 と成績の 自己評価の 関係

　前節で 検証 した よ うに ， 本研究で は 自己効力感 ・メ タ認知方略 ・統合的調

整 と同
一
視調整 はお互 い に ある程度相関してい るが ， 自己効力感 とメタ認知

方略は成績の 自己評価に直接的に関連 して い ない こ とが示 された 。

　 自己効力感 は成 績の 自己評 価に正 の 影響 を与 えて い た 自律的調整で あ る，

統合的調整 と同
一
視的調整 との 問にや や相関があ り （r ニ ，379）， 間接的に成

績に影響を与えて い る と考えられ る。 山森 （2004）で は ， 中学生 を対象 とし

た 1年間に及ぶ学習動機の 変化の 研究におい て ， 自己効力感の 高い 学習者は

動機づ けの低下が緩和され るこ とを指摘 して い る。本研究の 参加者に っ い て ，

現在の と こ ろは 自己効力感が成績の 自己評価 に直接影響 して い ない が ， 今後

の 成績や動機づ けの 変化に影響を与 えるもの と考え られ る。

　 メ タ認知方略も成績の 自己評価 に正 の影響を与 えて い た 自律的調整で ある ，

統合的調整 と同
一
視的調整 との 問に中程度の 相関が あ り （r ＝ ．437）， 間接的

に成績に影響を与えて い ると考えられ る。 Pin七rich 　and 　DeGroot （1990）な
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どで指摘され てい るよ うに ， 内発的に動機づ けられた学習者は メ タ認知方略

を利用 して い る傾向が あるた め
， 外発的動機づ けの 調整ス タイル の 中で も，

内発 的調整 に近い 統合的調整や同
一

視的調整を高め るため に ， メ タ認知方略

が利用 されて い た と考えるこ ともで きる 。

7 ． ま とめ

　本研究で は高校生 を対象 とした質問紙調査 を実施 し
， その 結果を分析する

こ とによ り， 以下の こ とを明 らかに した。

　RQ1 につ い て ，学習者の 外発的動 機づ け調整ス タイル につ い て ， 統合的調

整 と同
一
視的調整が成績の 自己評価に影響 して お り， 取入 れ的調整 と外的調

整は成績の 自己評価に影響 して い ない こ とを示 した。 また ， 統合的調整の方

が 同
一

視的調整 よ りも影響が高い こ とも示 した 。

　RQ2 につ い て ， 学習者の 外発的動機づ け調 整ス タイル で ある ， 統合的調整

は成績の 自己評価に影響を与 えて い たが ， メ タ認知方略 と 自己効力感は成績

の 自己評価に直接的な影響を与えて い ない こ とを明 らかに した。

　本研究 の結果に より， よ り自律的な調整 ス タイル で ある統合的調整 と同
一

視的調整 が学業成績の 自己評価に 関連 してい る こ とが示 され た 。

　自律的な学習者を育成するため に ，
これか らの英語教育にお い て ， 教師が

外発的動機づ けの 特徴を認識 し， 学習者をよ り自律性の 高い 調整ス タイル へ

と促 して い くこ とが必要で ある。
Reeve（2002）や D6myei （1994）が指摘 し

て い る よ うに
， 教材や授業内容を楽 しく， 興味深 い もの にす るこ とに よ り，

学習者の 動機づ けをよ り自律性 の 高い 調整ス タイル へ と変化 させ る こ とが可

能で あ る。 また ， Reeve（2002）や Reeve　and 　Jang （2006）で 主張 されて い

るよ うに ， 教師が学習者の 自律卜生を育て るよ うな ， 柔軟な対人間環境の 選択

の 機会 を与える こ とや ， Deci　and 　Ryan （2000）が指摘 して い る ， フ ィ
ー

ドバ

ッ ク と して 有能 性や向上 力を伝 え るこ とによ っ て も自律性 の 高 い 調整ス タイ

ル に発達 させ る こ とが可能で あ り， 学習者の 学業成績の 向上 に も寄与する こ

とが予測され る。

今回の 研究の 調徹 橡 は ある高等学校の 101名の 学習者だけで あ り， こ の

人数がすべ て の 高等学校の 学習者を代表 して い るとは考えて い ない
。 今後 ，
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参加者を増やすこ とや ， 異なる地域や学習者の 習熟度の 異なる学校で の 調査

も検討 したい
。 また ， 今回の 質問項 目の 妥当性 につ い て の 検討も必 要で あ る 。

　今後の研究で は学習者の 外発 的動機づ け調整 パ ター
ン や 自己効力感 ， メタ

認知方略が どの よ うに変化す るの か を長期的 に調査 して行 きたい 。
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付録

質問紙調査の 質問項 目

統合的調整

　 1．英語が面 白い 。

　 2．英語 の 勉強が楽 しい
。

　 3．英語 の教科書が楽しい
。

　 4．英語 の 知識や能力がつ くの が楽 しい
。

　 5．知的好奇心が満た される。

　 6．英語 の 内容が理解で きるよ うになるの が楽 しい 。

同
一
視的調整

　 1．英語の 勉強をするこ とが重要 だと思 う。

　 2，英語で新 しい 事を学びたい
。

　 3．英語 を理解で きるよ うに な りたい
。

　 4．将来英語を使 っ た仕事に就 きたい
。

　 5．将来海外で仕事を したい
。

　 6．英語 の 資格を取 りたい
。

取 り入 れ的調整

　 1．英語 の 先生に よい 生徒だ と思われ たい
。

　 2．英語 の 勉強をしない と自分の こ とを恥 じるこ とになる。

　 3．他の 生徒に 自分 は英語が で きる と思われ たい
。

　 4．英語の 試験で よい 点数を取 りたい
。

　 5．英語 を勉強 しない と自分が不安になる。

外的調整

　 1。英語の 勉強を しない と親が うる さい
。

　 2．英語の 勉強を しない と後で困る と思う。

　 3。英語 は勉強す るこ とになっ て い る と思 う。

　 4．先生 に怒 られ ない た め。

　 5．英語の勉強をす るの が規則で ある。

自己効力感

　 1．何か の 計画をたて る と
， その 計画 は必ず実現で きる。
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　 2．自分で 出来る こ とは他人 には頼 らない で 自分で やる。

　 3．その 気になれ ば， 勉強はで き ると思 う。

　 4．失敗する とよけい や る気が出て くる。

　 5．授業 中 ， 自分の 意 見を 自信 を もっ て言 える 。

　 6．たい て い の こ とは ， 人 よ り うま くで きる と思 う。

　 7．授業で 出された問題や課題 は ， きちん と解答で きる 。

　 8．自分の 意見は 自信をもっ て言える。

　 9．努力すれば 将来 ， 自分の や りたい こ とがやれると思う。

　 10．失敗 して も最後まで や りとげるこ とが で きる。

　 11．面倒な こ とで も， しなけれ ばな らない こ とはや り遂げる まで頑張れる 。

　 12．物事がや り遂げられ るか どうか心配で ある。

　 13，何か しよ うとする と ， すぐに取 り掛かれ る 。

　 14．最後までや り遂げる前に
， あき らめ て しま うこ とが多い

。

メタ認知方略

　 1．勉強中に， やっ てい るこ とが正 し くで きてい るか を確か める。

　 2．勉強を始める前に ， 何をど うや っ て勉強するかを考える。

　 3．勉強する時は ，
どん な内容なの か を考えて か ら始め る。

　 4．勉強する時は ， 大切な所は どこか を考 えなが ら勉強す る。

　 5．勉強す る時は ， 最初に計画 を立て て か ら始め る 。

　 6．勉強する前に ， これ か ら何を勉強 しなけれ ばな らない の かを考える。

　 7．勉強中に， たまに止 まっ て
，

一
度や っ たとこ ろを見直す。

　 8．勉強 中に ， 自分が分か らない所は どこか を見っ けよ うとする 。

鷓

　 1．ク ラス の 中で は い つ も上位 に入 っ て い る と思 う。

　 2．英語 の 試験で は高い 点数を取れる。

　 3．英語は得意な教科で あ る。

　 4，英語 の 授業中で
，質問され る こ とは ほ とん ど答え られ る 。

　 5．級友か ら英語 はで きる と思われて い る。

　 6．英語の 能力は他の 生徒よ り高い と思 っ て い る 。
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